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大学院自然科学研究科の改組における入学試験について 
 

熊本大学では, 大学院自然科学研究科の改組を計画しており, このたび, 文部科学省大学設

置・学校法人審議会での審議の結果, 大学院改組が認められました。 

ついては, 平成３０年４月から大学院自然科学研究科の博士前期課程を９専攻から５専攻, 

博士後期課程を５専攻から２専攻に再編して, 大学院自然科学教育部として設置します。 

  

平成３０年度第２期募集からは，入学試験を改組後（自然科学教育部）の専攻・コース・教

育プログラムで実施します。 

 

 

 

現在の自然科学研究科 改組後の自然科学教育部

自然科学研究科博士前期課程
９専攻（定員392名）

自然科学教育部博士前期課程
５専攻（定員443名）

機 械 数 理 工 学　　65名

情 報 電 気 工 学　　103名

材 料 ・ 応 用 化 学　　90名

情報電気電子工学　81名

社 会 環 境 工 学　　38名

建　　　築　　　学　　36名

マ テ リ ア ル 工 学　25名

機械システム工学　57名

理　　　　　　　学　　　110名

土　木　建　築　学　　75名

理　　　　　　　学　　　85名

数　　　　　　　学　　　15名

複合新領域科学　　12名

物 質 生 命 化 学　　43名
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自然科学教育部の理念・目標 
 
 
 

 

 

 

 

アドミッションポリシー 
 

博士前期課程 
 

 
現代社会を支える基礎および応用領域における最先端の知見・理論や技術に対応するため, 分野

ごとの固有で堅実な基礎学力, 基本的なプレゼンテーシヨン能力, さらには、真理の探求や技術創

成に対する強い好奇心・学習意欲を持ち, 新しい課題に対して高い目的意識を持って挑戦し，問題

解決を目指すことができる人を求める。 

 
 
＜理学専攻＞ 

本専攻では, 数学や物理学・化学を基礎に置く人類の知的財産としての学問の継承・発展のみな

らず, 生命現象の解明や地球環境・エネルギー問題など現代社会が抱える諸課題の根底にある真理

を科学的に究明する。そのために必要な理学に共通する知識や思考法・哲学を身につけ, 高い倫理

観を持つ理学のスペシャリストとして国際的に広く社会に貢献できる人材の養成を目標とする。 

以上のような観点から, 本専攻は, 次のような人を求める｡  

○ 理学研究に必要な学力を備え, 論理的思考・処理能力の高い人 

○ 真理の探究に情熱を持つ人 

○ 自然科学の基礎を幅広く理解し, かつ, 高度の専門知識を得ようとする人 

○ 様々な学問に関心を持つ人 

 

 

 

＜土木建築学専攻＞ 

本専攻においては, 自然環境の保全, および社会基盤施設や建築の計画, 設計, 建設, 管理, な

らびに防災・減災といった土木・建築分野にわたる, より深い専門的知識を備え, 自然と共生し持

続可能な社会の構築に資する能力を有する高度な研究者・技術者の養成を目的としている。  

以上のような観点から, 本専攻は, 次のような人を求める。 

○ 土木・建築分野にわたる基礎から応用までの知識により, 独自の視点を持って種々の問題解

決ができる能力を修得し, 将来, 土木や建築に携わる高度職業人として, 高い倫理観を持って

人類の福祉と幸福に貢献することを希望している人 

○ 数学・力学関係の基礎的素養, 社会に関する幅広い教養, および人間環境の創造に関する強

い関心を持ち, 入学後も, 自己責任の下に自立的に活動し, 自らの能力向上を行う強い意志を

持っている人 

○ 英語力を含め国際的なレベルでの情報交換が可能なコミュニケーション力を持ち, 個性を活

かしつつも,グループで協働する資質を有している人 

 

自然科学教育部では, 各専攻における高い専門性と論理的思考能力に

加え, 様々な問題に対し最先端の科学や技術を通して, 俯瞰的な立場か

ら創造力を持って解決できる能力を有し, 地域社会と国際社会に貢献で

きる人材を養成する。 
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＜機械数理工学専攻＞ 

本専攻においては, 機械系の知識に加えてその基礎分野となる応用数学も含めて, 基礎から応用

までのものづくり教育に取り組み, 広く社会で活躍できる高度な研究者・技術者の養成を目的とし

ている。 

以上のような観点から, 本専攻は, 次のような人を求める。 

○ 機械要素技術やコンピューター技術による生産プロセスに関する知識と, それらを数理モデ

ルに展開できる基礎から応用までの知識を修得し, 高い倫理観を持って新しい課題や困難な問

題に積極的に取り組む意欲がある人 

○ 深い専門知識と豊かな教養を身につけ, 科学技術，特に機械および数理工学の分野で人類の

幸福や秩序ある社会の推進に貢献することができる人 

○ 国際的な視野とレベルを持って活躍する高度な技術者や教育者を目指している人 

 

 

 

＜情報電気工学専攻＞ 

本専攻においては, 情報電気電子分野の多様な社会的ニーズに対応できる基礎から応用までの知

識を有し, 創造力かつ柔軟な思考を備えると共に新たな技術を創出し, 課題を解決出来る高度な研

究者・技術者の養成を目的としている。 本専攻における教育研究対象は, 情報科学, 計算機工学, 

電子通信工学, 人間工学, エネルギー工学等を含んだ広範囲の領域に及んでいる。従って, 本専攻

では, 確実な専門基礎知識を持っているだけではなく, 幅広い領域の工学基礎知識を柔軟な思考に

よって自分の専門に活かすことができ, かつ新しい課題を発見し解決する意欲を持った学生の入学

を望んでいる。 

 以上のような観点から, 本専攻は, 次のような人を求める。 

○ 不思議なものに対する飽くなき好奇心を持ち, 論理的探求心の旺盛な人 

○ 様々な学問に関心を持ち, その基礎や応用を深く理解したい人 

○ 工学をもって人類の福祉に貢献しようという高い公徳心を持つ人 

○ 情報電気電子分野のものづくり現場で科学技術や知的財産をもって貢献したい人 

○ 国際的視野を持つ創造性豊かな技術者・研究者に成長しようという意志を持つ人 

 
 

 

＜材料・応用化学専攻＞ 

本専攻においては, 材料工学, 物質化学, 生命化学に基づき, 科学技術および産業社会の発展と

持続可能な循環社会の構築に貢献できる高度な専門知識を備え, 最先端の技術を有する研究者, 技

術者の養成を目的としている。 

以上のような観点から, 本専攻は, 次のような人を求める。 

○ 材料工学, もしくは物質化学や生命化学の分野において, 次世代を担う研究者, 技術者とし

て必要な高度な専門知識と技術の修得を目指す人 

○ 材料工学, もしくは物質化学や生命化学の分野において, 創造力および行動力, チャレンジ

精神を持って, 新物質の創出や新材料の開発に貢献する意志のある人 

○ 多様性への理解と多角的な視野を持ち, 国際的な場で活躍できる研究者, 技術者を目指す人 

○ 高い倫理観を持ち, 豊かな未来社会の構築に貢献する意欲のある人 
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第２期募集  一 般 入 試 

 

１． 募集人員 

２．出願資格 
次の（１）～（10）のいずれかに該当する者 

(１) 大学を卒業した者及び平成 30年 3月までに卒業見込みの者 

（２） 学士の学位を授与された者及び平成 30年 3 月 31日までに学士の学位を授与される見込みの者 

（３） 外国において学校教育における 16年の課程を修了した者及び平成 30年 3月までに修了見込みの者 

（４） 外国の大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学

校教育における 16 年の課程を修了した者及び平成 30年 3 月までに修了見込みの者 
（５） 我が国において，外国の大学の課程(その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了

したとされるものに限る)を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育

施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び平成 30 年 3 月までに修

了見込みの者 

（６）外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国

の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価(※１)を受けたもの又はこれらに準ずる

ものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。) において，修業年限が 3 年以上であ

る課程を修了すること (当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国におい

て履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含

む。) により，学士の学位に相当する学位を授与された者及び平成 30 年 3 月 31 日までに学

士の学位に相当する学位を授与される見込みの者 

（７） 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降に修了した者

及び平成30年3月までに修了見込みの者 

（８） 文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第 5号） （※２） 
（９） 本研究科において，個別の出願資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で，平成 30年 3月 31 日までに 22 歳に達しているもの （※３） 

 

専攻・コース・教育プログラム名 募 集 人 員 

理 学 専 攻 

数  学  コ  ー  ス 

28 名程度 

物 理 科 学 コ ー ス 

化 学 コ ー ス 

地 球 環 境 科 学 コ ー ス 

生 物 科 学 コ ー ス 

土木建築学専攻 
土木工学教育プログラム   

地域デザイン教育プログラム 若干名 

建築学教育プログラム 

機械数理工学専攻 

機械工学教育プログラム 

機械システム教育プログラム 

 

若干名 

 数理工学教育プログラム 

情報電気工学専攻    

電気工学教育プログラム 

電子工学教育プログラム 

情報工学教育プログラム 

若干名 

材料・応用化学専攻 

応用生命化学教育プログラム 

応用物質化学教育プログラム 若干名 

物質材料工学教育プログラム 
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（10） 外国において学校教育における 15 年間の課程を修了した者，又は外国の学校が行う通信教育にお

ける授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における 15 年の課程を修了

した者, 又は我が国において外国の大学の課程(その修了者が当該外国の学校教育における 15 年の課

程を修了したとされるものに限る。) を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって, 文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者であって，本学

の定める単位を優秀な成績で修得したと認めたもの 

 

(注１) 出願資格（６）で出願しようとする場合は，以下の書類の提出が必要となります。 

・学位(取得見込)証明書 

・学位を取得(見込)した大学等が受けた認証評価(※１)の結果を証明するもの。（評価機関または大学等

の長が発行したもの。） 

(※１)政府又は関係機関が大学等に対して行う教育研究活動等の総合的な状況についての認証評価 

（参考：認証評価を行う政府又は関係機関の例） 

・イギリス：高等教育質保証機構（ＱＡＡ） 

・オランダ：オランダフランダースアクレディテーション機構（ＮＶＡＯ） 

・フィンランド：高等教育評価機構（ＦＩＮＨＥＥＣ） 

・韓 国：韓国大学教育協議会（ＫＣＵＥ） 

・中 国：中国教育部高等教育教学評価センター（ＨＥＥＣ） 

（※２）防衛大学校，水産大学校，海上保安大学校，気象大学校の卒業（見込み）者など。 

（※３）短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校（外国大学日本分校，外国人学校など）の卒業者，

その他の教育施設の修了者など。 

 

（注２）出願資格（９）又は（10）で出願しようとする場合は，事前に出願資格認定審査を行うため,16ペー

ジ記載の要領で審査の申請を行ってください。
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３．選抜方法 
入学者の選抜は，各専攻で課す試験（英語,専門基礎科目,口述試験,面接）の成績及び提出書類を総合して判定します。 

・試験日時・試験内容（科目名等）・試験場所等 

◎各専攻（コース・教育プログラム）の最初の試験の試験開始 30 分前に各筆記試験場所（集合場所）に入室のこと。 

専攻名 
コ ー ス 

教育プログラム 
平成 3 0 年 1 月 2 5 日 ( 木 ) 平成 30年 1 月 2 6 日 (金 ) 

携 帯 品 筆記試験場所 試験の集合場所  
試験時間 試験内容（科目名等） 試験時間 試験内容（科目名等） 

理
学
専
攻 

数学コース 
9：00～11：00 専門基礎科目 

（線形代数, 微分積分, 集合と位相）   
 

理学部 
３号館 ４階 
D401 教室 

理学部 
３号館 ４階 
D403 セミナー室 13：00～ 面接  

物 理 科 学 
コース 

  
10：30～ 

口述試験 
（専門科目（力学, 電磁気

学, 熱統計力学, 量子力学）, 

入学後の研究計画, 志望動

機などについての試問） 
  

理学部 
３号館 ２階 
D211 物理会議室 

化学コース   10：30～ 
口述試験  

（専門科目, 卒業研究の内容についての試

問） 

  
  

理学部 
２号館 ２階 
C245 化学講座会議室 
 

地球環境科学 
コース  

― 
英語  

外部試験の結果をもって充てる。 
（※）参照 

   

 
理学部 
２号館 ４階 
C413 会議室 

13：00～ 
口述試験  

（専門科目, 卒業研究, 入学後の研究計画, 
志望動機などについての試問） 

生 物 科 学 
コース 

― 

英語  
外部試験の結果をもって充てる。 
（※）参照 

   
 

理学部 
１号館 ３階 
C306 生物会議室 13：00～ 

口述試験  
（専門科目, 卒業研究, 入学後の研究計画, 
志望動機などについての試問） 

土
木
建
築
学
専
攻 

土木工学 
教育プログラム 

10：00～ 
口述試験  
（専門科目, 卒業研究, 入学後の研究計画, 志
望動機などについての試問） 

   
 

工学部仮設校舎 B 棟  

1 階 B113 

地域デザイン 
教育プログラム 

10：00～ 
口述試験  
（専門科目, 卒業研究, 入学後の研究計画, 志
望動機などについての試問） 

    
工学部仮設校舎 B 棟 

1 階 B113 
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専攻名 

コ ー ス 
教育プログラム 

平成 3 0 年 1 月 2 5 日 ( 木 ) 平成 30年 1 月 2 6 日 (金 ) 
携帯品  筆記試験場所 試験の集合場所 

試験時間 試験内容（科目名等）  試験時間 試験内容（科目名等）  

土
木
建
築
学
専
攻 

建築学 
教育プログラム 

－ 

英語  
外部試験の結果をもって充てる。 

（※）参照 
 

   

工学部仮設校舎 A 棟 

1 階 A116 建築ゼミ室 

10：00～ 

口述試験  
（専門科目, 卒業研究, 入学後の研究計画, 

志望動機などについての試問） 

機
械
数
理
工
学
専
攻 

機械工学 
教育プログラム 

－ 
英語  

外部試験の結果をもって充てる。  
（※）参照 

 

   

工学部研究棟Ⅰ 

3 階 309 教室 
13：00～ 

 口述試験  
（専門 科目 （機 械工 作，機 械材 料，

制御工学，熱力学，流体力学，材料

力学，機械力学），卒業研究，入学

後の研究計画，志望動機などについ

ての試問）  機械システム 
教育プログラム 

数理工学 
教育プログラム 

9：00～11：00 専門基礎科目（微分積分，線形代数） 
 

  工学部研究棟 III 
（数理工学科） 
2 階会議室 

工学部研究棟 III 
（数理工学科） 
2 階会議室 13：00～ 面接 

情
報
電
気
工
学
専
攻 

電気工学 
教育プログラム 

－ 
英語  

外部試験の結果をもって充てる。  
（※）参照 

 

   

（黒髪）総合研究棟 
  2 階 204 多目的会議室 

13：00～ 

 
口述試験 
（専門科目,卒業研究,入学後の研究計画, 
志望動機などについての試問） 

電子工学 
教育プログラム 

情報工学 
教育プログラム 

材
料
・
応
用
化
学
専
攻 

応用生命化学 
教育プログラム 

  － 
英語 
外部試験の結果をもって充てる。 
（※）参照 

 

   
工学部研究棟Ⅱ-2 

（物質生命化学科） 
2 階図書閲覧室 10：00～ 

口述試験 
（専門科目（主に化学）、卒業研究の 
内容、入学後の研究計画、志望動機などに 
ついての試問） 

応用物質化学 
教育プログラム 

物質材料工学 
教育プログラム 

    － 
英語 
外部試験の結果をもって充てる。 
（※）参照  

   
工学部研究棟Ⅰ 
11 階 1103-1 図書閲覧室 

  9：00～ 

口述試験 
（専門科目,卒業研究,入学後の研究計画， 

志望動機などについての試問） 
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（注）出願に当たっては, あらかじめ指導予定教員に連絡を取り, 相談してください｡その他, 指導予定教員が分からないなど, 出願等に関して不明な点

あれば,自然科学系事務課大学院教務担当（電話 096-342-3013）へ問い合わせてください。 

 
英語試験について 
（※）理学専攻（地球環境科学コース，生物科学コース），機械数理工学専攻（機械工学教育プログラム，機械システム教育プログラム） 

当日の英語の試験はありません。出願時に, 入学試験日から２年以内に受験した TOEFL®－iBT, TOEIC®のいずれかのスコア（原本）の提出が必要です。 
土木・建築学専攻（建築学教育プログラム） 
当日の英語の試験はありません。出願時に, 入学試験日から２年以内に受験した TOEIC®のスコアのコピーの提出が必要です。 

前述の複数を受験した場合, 複数のスコア（コピー）を提出できます。試験当日にスコア（原本）を提出してください。出願時とは異なる 
新たなスコア（原本およびコピー）を提出することもできます。複数のスコアの中で最も有利な評価点を採用します。 

情報電気工学専攻（電気工学教育プログラム，電子工学教育プログラム，情報工学教育プログラム） 
当日の英語の試験はありません。出願時に, 入学試験日から２年以内に受験した TOEFL®－iBT, TOEIC®のいずれかのスコアのコピーの提出が必要です。 
複数のスコアを提出できます。試験当日にスコア（原本）を提出してください。出願時とは異なる新たなスコア（原本およびコピー）を提出することもできます。 
複数のスコアの中で最も有利な評価点を採用します。 

材料・応用化学専攻（応用生命科学教育プログラム，応用物質化学教育プログラム） 
当日の英語の試験はありません。出願時に, 入学試験日から起算して過去２年 間に取得した TOEIC®のスコアのコピーが必要です。試験当日にスコア（原本）を 
提出してください。ただし, 入学試験日から起算して過去２年間に取得した 450 点以上であるものに 限ります。 

材料・応用化学専攻（物質材料工学教育プログラム） 
当日の英語の試験はありません。出願時に, 入学試験日から２年以内に受験した TOEFL®－iBT, TOEIC®のいずれかのスコアのコピーの提出が必要です。 
試験当日にスコア（原本）を提出してください。出願時とは異なる新たなスコア（原本およびコピー）を提出することもできます。 

 

(補足事項) 

上記外部試験の活用を希望する出願者で, 諸般の事情により出願期間内にスコア（コピー）の提出が困難な場合, “出願時にスコア（コピー）

を提出しない場合の申立書（１３ページ参照：所定用紙）”を出願書類に添付する事ができます。なお, この申立書を提出した場合であっても, 
試験当日にはスコアの提出が求められます。 

 
問い合わせ先：自然科学系事務課 大学院教務担当 
【電話番号】：096-342-3013（平日の８時 30 分～17 時まで）  【メー ル アド レ ス】：szkn-kyoumu@jimu.kumamoto-u.ac.jp 
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第 ２ 期 募 集   社 会 人 入試 

１．募集人員 

（注） 同時に実施される一般入試を含め，出願できるのは一つの専攻及びコース・教育プログラム

に限ります。複数の専攻及びコース・教育プログラムに出願することはできません。 

 

２．出願資格 
次の（１）～（10）のいずれかに該当し，かつ，官公庁，教育研究機関，企業等において，志望する専 

攻に関連する業務に2年以上従事した者及び平成30年3月までに従事する予定の者 

（１）大学を卒業した者 

（２）学士の学位を授与された者 

（３）外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者 

（４）外国の大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校 

教育における 16 年の課程を修了した者  

（５）我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修 

了したとされるものに限る） を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた 

教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

（６）外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又 

は関係機関の認証を受けた者による評価(※１)を受けたもの又はこれらに準ずるものとして文部科学 

大臣が別に指定するものに限る。) において，修業年限が3年以上である課程を修了すること(当該外 

国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了する 

こと及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたもの 

において課程を修了することを含む。) により，学士の学位に相当する学位を授与された者 

（７）専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす 

ものに限る） で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

（８）文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第 5 号）（※２） 

 

専攻・コース・教育プログラム名 募 集 人 員 

理 学 専 攻 

数 学 コ ー ス 

各コース・ 

教育プログラムとも 

若干名 

物 理 科 学 コ ー ス 

化 学 コ ー ス 

地 球 環 境 科 学 コ ー ス 

生 物 科 学 コ ー ス 

土木建築学専攻 
土木工学教育プログラム   

 地域デザイン教育プログラム 

建築学教育プログラム 

機械数理工学専攻 

機械工学教育プログラム 

 機械システム教育プログラム 

数理工学教育プログラム 

情報電気工学専攻    

電気工学教育プログラム 

電子工学教育プログラム 

情報工学教育プログラム 

材料・応用化学専攻 

応用生命化学教育プログラム 

応用物質化学教育プログラム 

物質材料工学教育プログラム 
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（９）本研究科において，個別の出願資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め 

た者で，平成 30年3月31日までに 24 歳に達している者（※３）  

（10）外国において学校教育における15年間の課程を修了した者，又は外国の学校が行う通信教育におけ 

る授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における15年の課程を修了した 

者, 又は我が国において外国の大学の課程(その修了者が当該外国の学校教育における15年の課程を 

修了したとされるものに限る。) を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられ 

た教育施設であって, 文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者であって，本学の定 

める単位を優秀な成績で修得したと認めたもの 

 

(注１) 出願資格（６）で出願しようとする場合は，以下の書類の提出が必要となります。 

・学位証明書 

・学位を取得した大学等が受けた認証評価(※１)の結果を証明するもの。（評価機関または大学等の 

長が発行したもの。） 

(※１)政府又は関係機関が大学等に対して行う教育研究活動等の総合的な状況についての認証評価 

（参考：認証評価を行う政府又は関係機関の例） 

・イギリス：高等教育質保証機構（ＱＡＡ） 

・オランダ：オランダフランダースアクレディテーション機構（ＮＶＡＯ） 

・フィンランド：高等教育評価機構（ＦＩＮＨＥＥＣ） 

・韓 国：韓国大学教育協議会（ＫＣＵＥ） 

・中 国：中国教育部高等教育教学評価センター（ＨＥＥＣ） 

（※２）防衛大学校，水産大学校，海上保安大学校，気象大学校の卒業（見込み）者など。 

（※３）次の①及び②の要件を満たす者とします。  

① 短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校（外国大学日本分校，外国人学校など）を卒業又はその

他の教育施設を修了後，教育研究機関，企業等において 4 年以上研究に従事した者，あるいは高等

学校を卒業後，教育研究機関，企業等において 6 年以上研究に従事した者 

② 短期大学，高等専門学校等における成績のほか，官公庁，教育研究機関，企業等における業務実績等に

より，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者 

（注２）出願資格（９）又は（10）で出願しようとする場合は，事前に出願資格認定審査を行うため,16ペ

ージ記載の要領で審査の申請を行ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

－11－ 

 

３．選抜方法 
入学者の選抜は，口述試験及び提出書類を総合して判定します。 

口述試験は，職務内容調書及び研究（希望）計画書等について行います。 

   

・試験日時及び試験場所 
専攻（コース・教育プログラム）毎に, 下記試験日に実施します｡ 
試験時間及び場所については, 別途指示します｡ 

専攻名 コース・教育プログラム名 試験日 試験場所 

理 学 専 攻 

数学コース 平成３０年１月２５日(木) 

理学部

工学部 

物理科学コース 平成３０年１月２６日(金) 

化学コース 平成３０年１月２５日(木) 

地球環境科学コース 平成３０年１月２５日(木) 

生物科学コース 平成３０年１月２５日(木) 

土木建築学専攻 

土木工学教育プログラム   

 地域デザイン教育プログラム 
平成３０年１月２５日(木) 

建築学教育プログラム 平成３０年１月２５日(木) 

機械数理工学専攻 

機械工学教育プログラム 

 機械システム教育プログラム 
平成３０年１月２５日(木) 

数理工学教育プログラム 平成３０年１月２５日(木) 

情報電気工学専攻 
電気工学教育プログラム 

電子工学教育プログラム 

情報工学教育プログラム 

平成３０年１月２５日(木) 

材料・応用化学専攻 

応用生命化学教育プログラム 

応用物質化学教育プログラム 
平成３０年１月２５日(木) 

物質材料工学教育プログラム 平成３０年１月２５日(木) 

 

４．昼夜開講制 
教育機関・研究機関・企業等の技術者・研究者等の社会人が現職のままで, 研修の継続・自己

再教育の場として大学院を利用したいという社会的要請に応えて, 大学院設置基準第 14 条に定

める教育方法の特例(昼夜開講制)を適用し, 昼間だけでなく, 夜間等においても授業及び研究指

導を行うことがあります。 

授業科目は, 月曜日から金曜日の第６時限目の授業時間（18：10～19：40）及び個々の事情に

応じて, 土曜日, フレックスタイム, 夏季休暇, 冬季休暇や長期休暇等の時間を利用して開設す

ることがあります。 

また, 研究指導は, 入学する際に提出する研究（希望）計画書に基づき, 個々の勤務形態に配

慮した教育研究体制をとることにしています｡ 

したがって, 通常の勤務を終えた後, 大学に来て授業を受け, 研究ができますので, 広く社会

人のリカレント教育の推進に貢献できる制度です｡
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共通事項（一般入試及び社会人入試） 

１．出願期間 

平成３０年１月４日（木）から１月９日（火)１７時（必着） 
これより後に到着したものは，１月７日（日）までの消印のあるものに限り受け付けます。 

※郵便事情を考慮して早めに発送してください。 
封筒の表面に「大学院自然科学教育部（博士前期課程）入学願書在中」と朱書きし，「書留速達」で郵送し

てください。持参は受け付けません。必ず郵送してください。 
〔問合せ・提出先〕 〒860-8555  熊本市中央区黒髪２丁目 40 番１号 

熊本大学学生支援部入試課 
（電話）096-342-2142 

２．提出書類等（出願時） 

提出書類等 提出該当者 摘 要 

入 学 志 願 票 全 員 
所定用紙：p.30 の「記入上の注意」を参照してくださ
い。 

写真票・受験票・住所票 全 員 所定用紙 

写 真 （ ２ 枚 ） 全 員 
縦 4㎝×横 3㎝, 上半身脱帽正面向きで撮影したものを
写真票及び受験票に貼ってください｡ 

卒 業 証 明 書 等 

(オリジナルを提出(コピー不可)) 
全 員 
 

出身大学（部）長が作成したもの。日本語又は英語で発行

されたものに限ります。 

ただし，本学理学部及び工学部在籍者は不要です。 

高等専門学校の専攻科在籍者は卒業見込証明書と併せて，

学位授与を申請する旨の証明書を提出してください。 

学位（取得見込）証明書等

(オリジナルを提出(コピー不可))  

出願資格（６）で 

出願する者 

・学位(取得見込)証明書 

・学位を取得(見込)した大学等が受けた認証評価の結果を

証明するもの。（評価機関または大学等の長が発行したも

の。） p.5及び p.10の「（注１）」を参照してくださ

い。 

成 績 証 明 書 

(オリジナルを提出(コピー不可)) 
全 員 

出身大学（部）長が作成し厳封したもの。日本語又は英語

で発行されたものに限ります。 
ただし，本学理学部及び工学部在籍者は不要です。 
高等専門学校の専攻科在籍者は本科及び専攻科の成績証

明書を提出してください。 

志 望 理 由 書 全 員 
所定用紙：本教育部を志望する理由並びに指導希望
教員の氏名を記入してください。 

職 務 内 容 調 書 社会人入試志願者 
所定用紙：職務内容等, 研究活動状況を記入してくださ
い。 

研究（希望）計画書 社会人入試志願者 
所定用紙：希望する研究テーマ又は分野について, 研究
計画等を記入してください。 

就 学 承 諾 書 社会人入試志願者 
勤務先の所属長又は機関の長が作成したもの。(様式随
意) 
提出できない場合は, それに準ずるもの。(誓約書等) 

検 定 料 

(検定料受付証明書貼付台紙) 
全 員 

30,000 円:所定の払込用紙を使って, 銀行又は郵便局の受
付窓口で払い込んでください。 
「検定料受付証明書」を「検定料受付証明書貼付台紙」
に貼ってください。「3．検定料の払込方法」を参照 

受 験 票 返 送 用 封 筒 全 員 
定型封筒 (長形３号(23.5cm×12cm)）に郵便番号・住
所・氏名を明記し, 362 円分（速達料金を含む）の切手を
貼ったもの。 

住 民 票 の 写 し 

(オリジナルを提出(コピー不可)) 
外国人志願者 

市町村長発行の在留資格及び在留期間を明記した「住民
票の写し」を提出してください。出願者以外の世帯員に
ついては, 証明不要です。出願時に日本国内に在住して
いない者は, 旅券をコピーしたものを提出してくださ
い。 
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（注）１. 改姓等により, 現在の氏名と証明書の氏名が異なる場合は, 戸籍抄本(コピー不可)を添付してください｡ 

２. 身体に障がいを有する入学志願者で, 受験上及び修学上特別な配慮を希望する場合は, 平成 30 年１月 5日 
までに,自然科学系事務課大学院教務担当(096-342-3013)へ相談して下さい｡ 

３. 入学後, 提出書類及び記載事項に虚偽の記載が発見された場合は, 入学を取り消すことがあります｡ 
４. 卒業証明書等及び成績証明書については, オリジナルが１部しか発行されない場合で, 提出後に返還を要 
する場合はご連絡ください｡ 

 

３．検定料の払込方法 

（１）検定料  ３０,０００円 

   なお，平成２８年熊本地震により災害救助法適用地域で被災された方については，入学検定料の特別

措置を行っております。条件や手続き等の詳細については，本学ウェブサイトをご覧ください。

（http://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi 内の「平成３０年度入試における熊本大学志願者の入学検定

料の免除について」参照） 

（２）払込期間 平成２９年１２月２１日（木）から平成３０年１月９日（火）まで 

（３）払込場所 

銀行又は郵便局の受付窓口 

払込手数料は志願者本人の負担となります｡ 

※ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用不可｡ 必ず窓口で払い込んでください｡ 

（４）払込方法 

① 綴じ込みの「検定料払込用紙」に必要事項を記入して, 必ず郵便局又は銀行の窓口【ＡＴＭ（現金自動預

払機）は使用不可】で払い込んでください｡ 

② 払込後, 窓口で受領した「検定料受付証明書」を「検定料受付証明書貼付台紙」に確実に貼り付けて提出

してください｡ 

③ 外国から振込みを行う場合は, リフティングチャージにかかわる手数料 2,500 円も志願者負担となりま

すので 32,500 円（振込手数料別）を振り込んでください｡ 

その場合, 所定の払込用紙は使用できませんので, 事前に以下の連絡先へお知らせください｡ 

〔連絡先〕〒860-8555 熊本市中央区黒髪２丁目 39 番１号 

熊本大学運営基盤管理部財務課 収支・支出チーム 

（電話）096-342-3176 

(５) 出願に際しての留意事項 

① 検定料が払い込まれていない場合又は払込済の「検定料受付証明書」が「検定料受付証明書貼付台紙」の

所定の欄に貼り付けていない場合は出願を受理しません｡ 

② 出願書類を受理した後は, 次の場合を除き, いかなる理由があっても払込済の検定料は返還しません｡ 

（ア）検定料を払い込んだが出願しなかった(出願書類等を提出しなかった又は出願が受理されなかった)場合 

（イ）検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

 

 

 

 

日本語の語学力を証明する

書類（コピー） 
外国人志願者 

日本語能力認定書（日本語能力試験）又は日本留学試験
成績通知書を提出してください。 
ただし，国内の大学を卒業（見込み）の者は，不要で
す。 

推 薦 書 任 意 提 出 
出身大学の指導教員又は社会人入試志願者は勤務先の上
司が作成したもの。（様式随意） 

ス  コ  ア 

(英語試験に係るもの） 

英語試験について

(８ページ)に該当す

る者 
英語試験について（８ページ）を参照してください。 

出願時にスコアを 

提出しない場合の申立書 

英語試験について

（８ページ）に該当

する者で出願時にス

コア提出をしない者 

所定用紙 
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返還請求の方法 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※なお，返還請求書を受領した日の翌日以降に返還します。また，返還請求書の到着確認を行い 
たい場合は，書留や特定記録郵便等で発送の上郵便追跡サービスをご利用ください。 

 

４．合格者発表 

平成３０年２月８日（木）１１時 

合格者には合格通知書を送付します。 

また，本学ウェブサイト（http://www.kumamoto-u.ac.jp/）にも，参考までに合格者の受験番号を掲載します。

（11 時頃の予定） 

なお，多数のアクセスにより，一時的に応答が遅くなったり，回線の障害が発生し閲覧ができなくなることも

予想されますので，ご留意願います。 

合格通知書の氏名については，コンピュータに登録する際に慣用字体を用いますので，志願者の表記と異なる

場合があります。また，対応できない場合は，カタカナで表記しますのでご了承ください。 

なお，電話等による合否の照会には一切応じません。 

 

５．入学手続等 

入学手続等の詳細については，合格通知書送付の際に同封します。 

（１）入学手続期間及び方法 

平成３０年３月１２日（月）～３月１５日（木）１７時（必着） 
入学手続は，郵送とし，｢書留速達｣ により送付してください。 

（２）入学手続時の注意事項 

入学手続期間中に入学手続きをしなかった者は，入学の辞退として取り扱います。 

（３）入学手続時の必要経費 

入学料（予定額） ２８２，０００円 

（注）入学料の額，入学料の納入方法，入学料免除及び徴収猶予制度については，入学手続案内にてお知ら

せします。 

（４）入学手続に必要な主な書類 

①誓約書  ②保証書  ③カラー顔写真（縦４cm×横３cm） 

  （５）授業料（予定額） 

 

 

 

 

(注）１．授業料の納入方法，授業料免除制度については，合格通知書送付の際にお知らせします。 

２．入学時及び在学時に授業料の改定が行われた場合には, 改定時から新授業料が適用されます。 

（６）平成２８年熊本地震に伴う経済支援について 

平成２８年熊本地震により被災した世帯の入学者を対象とした入学料及び授業料の免除制度があり 

ます。詳細は，入学手続案内にてお知らせします。  

 

 

前期分 後期分 計（年額） 

267,900 円 267,900 円 535,800 円 

返還請求の理由, 志願者氏名（氏名の右側に押印願います）, 志望教育部名, 現住所, 郵便番号, 

連絡電話番号, 振込口座［銀行名, 支店名, 普通預金の口座番号, 口座名義(ふりがなも記入くださ

い), 志願者氏名と口座名義が異なる場合は志願者との続柄］を明記した検定料返還請求書(様式は問

わない)を作成し, 必ず「検定料受付証明書」を添付して, 速やかに郵送してください｡ 

送付先 〒860-8555 

熊本市中央区黒髪２丁目 39 番１号 

熊本大学運営基盤管理部財務課 収入・支出チーム 

問合先 ０９６－３４２－３１７６ 
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６．奨学金 

日本学生支援機構奨学生に出願し，選考の結果により第一種奨学金 (平成 29 年度は，月額 50,000 円，88,000

円から選択)，又は第二種奨学金（平成 29 年度は，月額 50,000 円，80,000 円，100,000 円，130,000 円，

150,000 円から選択）の貸与を受けることができます。 

その他，地方公共団体及び民間団体の奨学金制度もあります。 

 

７．国際交流会館入居申込み方法 

外国人志願者で入学後，国際交流会館への入居を希望する者は，次のとおり申し込んでください。入居期間は，

原則として半年以内とします。 

なお，不合格になった場合には，入居することができません。 

（１）入居申請書請求方法 

国際教育課の窓口で受け取るか，郵送または E-mail で請求してください。 

また，以下の本学ウェブサイトからも取得することができます。 

【ウェブサイトアドレス】 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kokusaikouryuu/kokusaikouryuukaikan/ryoukin 

 

【郵送で請求する場合】 

封筒の表に「国際交流会館入居申込書請求」と朱書きし，返信用封筒[長形 3号（23.5cm×12cm）にあ

て先を明記し，郵便切手８２円分を貼ったもの]を同封してください。 

 

（２）入居申込書提出期日 

平成３０年２月２日(金)まで 

  

（３）請求（照会）先・提出先 

〒860-8555  熊本市中央区黒髪２丁目４０番１号 

熊本大学学生支援部 国際教育課 

電話番号 ０９６－３４２－２１６０ 

ＦＡＸ     ０９６－３４２－２１３０ 

E-mail  gji-ryugaku@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

 

８．注意事項 

（１）出願に当たっては，あらかじめ指導希望教員に連絡をとり，相談してください。指導予定教員が分からな

いなど，出願等に関して不明な点があれば，熊本大学自然科学系事務課大学院教務担当（電話 096-342-

3013）へ問い合わせてください。 

（２）出願書類を受理した後は，記載事項の変更及び検定料，出願書類の返還等はできません。 

（３）受験の際は，受験票を必ず持参してください。また，携帯電話等の電源は切ってください。 

（４）試験間始時刻に遅刻した場合，試験間始時刻後 30 分以内であれば受験を認めます。 

（５）試験時間終了まで退室は認めません。 

（６）不正行為をした者の解答は無効とし，以後の受験を認めません。 

（７）受験票は，入学手続の際にも必要ですので紛失，汚損等のないようにしてください。 

 

９．問合せ先 

受験に関する問合せは，熊本大学自然科学系事務課大学院教務担当（電話番号 096-342-3013）で受け付

けます。 

なお，過去の入試問題は，熊本大学附属図書館（電話番号 096-342-2213）で閲覧できます。 

〔英語での問合せ先〕096-342-3013 
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一般入試の出願資格（９）又は（10）及び社会人入試の出願資格（９）又は（10）で出願しようとする

者は，出願資格の事前審査を次のとおり行います。 

（１）出願資格審査に必要な書類 

①出願資格審査申請書〔所定用紙〕 
②最終学校の卒業（修了）証明書又は卒業（修了）見込証明書 
③最終学校の成績証明書 
④研究内容証明書（研究期間を記載のこと）〔様式随意〕 
（注）公表論文・研究業績がある場合は，写し及び業績一覧（リスト）を添付してください。 

 

（２）資格審査申請書等の提出期間 

平成２９年１２月４日（月）から１２月７日（木）１７時まで 

 
郵送の場合は，「書留」とし，封筒表面に「大学院自然科学教育部（博士前期課程）出願資格審査

申請書類在中」と朱書きしてください。 

[提出先] 〒860-8555 熊本市中央区黒髪２丁目 39 番 1号 
熊本大学自然科学系事務課大学院教務担当 

（３）資格審査の結果 

資格審査の結果は，審査終了後，本人あてに通知します。 

 

出願資格の審査 
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外 国 人 留 学 生 入 試 

 

１．募集人員   

専 攻 名 募 集 人 員 
理 学 専 攻 

若 干 名 
土 木 建 築 学 専 攻 
機 械 数 理 工 学 専 攻 
情 報 電 気 工 学 専 攻 
材 料 ・ 応 用 化 学 専 攻 

 

２．出願資格 

日本国籍を有せず, 次の(1)～(5)のいずれかに該当する者で, 「出入国管理及び難民認定法」第２条の２に

規定する在留資格中の 「留学」等, 入学に支障をきたさない在留資格 （「永住者」及び「定住者」を除く） 

により, 日本に在留中である者 

(1)  大学を卒業した者及び平成 30 年３月までに卒業見込みの者 

(2)  外国において, 学校教育における 16 年の課程を修了した者及び平成 30 年３月までに修了見込みの者 

(3)  外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教

育における 16 年の課程を修了した者及び平成 30 年３月までに修了見込みの者 

(4)  本研究科において, 個別の出願資格審査により, 大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で, 平成 30 年３月 31 日までに 22 歳に達している者 

(5)  外国において学校教育における 15 年間の課程を修了した者，又は外国の学校が行う通信教育における

授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における 15 年の課程を修了した者, 

又は我が国において外国の大学の課程(その修了者が当該外国の学校教育における 15 年の課程を修了し

たとされるものに限る。) を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施

設であって, 文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者であって，本学の定める単位を

優秀な成績で修得したと認めたもの 

 

(注) 出願資格(4)又は(5)で出願しようとする場合は, 事前に出願資格認定審査を行うため, 22 ページ記載の

要領で審査の申請を行ってください｡ 

 

３．出願期間 

平成３０年１月４日（木）から１月９日（火）１７時（必着） 

これより後に到着したものは，１月７日（日）までの消印のあるものに限り受け付けます。 

※郵便事情を考慮して早めに発送してください。 

封筒の表面に「大学院自然科学教育部（博士前期課程）入学願書在中」と朱書きし，「書留速達」で郵送

してください。持参は受け付けません。必ず郵送してください。 

〔問合せ・提出先〕 〒860-8555  熊本市中央区黒髪２丁目 40 番１号 

熊本大学学生支援部入試課 

（電話）０９６－３４２－２１４２ 
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４．提出書類等 

 
（注）１．入学後, 提出書類及び記載事項に虚偽の記載が発見された場合は, 入学を取り消すことがあり 

ます｡ 
   ２．証明書については，オリジナルが 1部しか発行されない場合で，提出後に返還を要する場合はご 

連絡ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出書類等 摘 要 

入 学 志 願 票 
所定用紙：裏面の履歴事項欄の学歴については, 日本の小学校に相当する学
校からの学校教育のすべてを記入してください｡  

写真票・受験票・住所票 所定用紙 

写 真 （ ２ 枚 ） 
縦 4㎝×横 3㎝, 上半身脱帽正面向きで出願３か月以内に撮影したものを
「写真票」及び「受験票」に貼ってください｡ 

修了（卒業）証明書等 
(オリジナルを提出(コピー不可)) 

最終学校のもの。日本語又は英語で発行されたものに限ります。 

成 績 証 明 書 
(オリジナルを提出(コピー不可)) 

最終学校のもの。日本語又は英語で発行されたものに限ります。 

志 望 理 由 書 
所定用紙：本教育部を志望する理由並びに指導希望教員の氏名を記入してく
ださい。 

検 定 料 

(検定料受付証明書貼付台紙) 

30,000 円:綴じ込みの払込用紙を使って, 郵便局又は銀行の受付窓口で払い
込んでください。 
「検定料受付証明書」を「検定料受付証明書貼付台紙」に貼ってください。
「６．検定料の払込方法」参照 

受 験 票 返 送 用 封 筒 
定型封筒 (長形３号(23.5cm×12cm)）に郵便番号・住所・氏名を明記し, 
362 円分（速達料金を含む）の切手を貼ったもの。 

身分証明書又は推薦書 
外国政府若しくは日本駐在の外国公館が発行したもの。 

日本語又は英語で発行されたものに限ります。 

住 民 票 の 写 し 

(オリジナルを提出(コピー不可)) 

・市区町村長発行の在留資格及び在留期間を明記した「住民票の写し」を提
出してください。 

・出願者以外の世帯員については, 証明不要です。 

日本語又は英語の語学力を 

証 明 す る 書 類 

（コピー） 

日本語能力認定書（日本語能力試験）, 日本留学試験成績通知書, TOFEL® 
Official Score Report 等を提出してください。 
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５．選抜方法 

入学者の選抜は,各専攻で課す試験の成績及び提出書類を総合して判定します｡ 

 

・試験日時及び試験場所 

専攻（コース）毎に, 下記試験日に実施します｡ 

試験時間及び場所については, 別途指示します｡ 
専攻名 コース・教育プログラム名 試験日 試験場所 

理 学 専 攻 

数学コース 平成３０年１月２５日(木) 

理学部

工学部 

物理科学コース 平成３０年１月２６日(金) 

化学コース 平成３０年１月２５日(木) 

地球環境科学コース 平成３０年１月２５日(木) 

生物科学コース 平成３０年１月２５日(木) 

土木建築学専攻 

土木工学教育プログラム   

地域デザイン教育プログラム 
平成３０年１月２５日(木) 

建築学教育プログラム 平成３０年１月２５日(木) 

機械数理工学専攻 

機械工学教育プログラム 

機械システム教育プログラム 
平成３０年１月２５日(木) 

数理工学教育プログラム 平成３０年１月２５日(木) 

情報電気工学専攻 
電気工学教育プログラム 

電子工学教育プログラム 

情報工学教育プログラム 

平成３０年１月２５日(木) 

材料・応用化学専攻 

応用生命化学教育プログラム 

応用物質化学教育プログラム 

平成３０年１月２５日(木) 

物質材料工学教育プログラム 平成３０年１月２５日(木) 
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６．検定料の払込方法 

(1)  検定料  ３０,０００円 

   なお，平成２８年熊本地震により災害救助法適用地域で被災された方については，入学検定料免除

の特別措置を行っております。条件や手続き等の詳細については，本学ウェブサイトをご覧ください。

（http://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi 内の「平成３０年度入試における熊本大学志願者の入学検

定料の免除について」参照） 

(2)  払込期間 

平成２９年１２月２１日（木）～平成３０年１月９日（火） 

(3)  払込場所 

郵便局又は銀行の窓口 

振込手数料は志願者本人の負担となります｡ 

※ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用不可｡ 必ず窓口で払い込んでください｡ 

(4)  払込方法 

① 綴じ込みの「検定料払込用紙」に必要事項を記入して, 必ず郵便局又は銀行の窓口【ＡＴＭ（現

金自動預払機）は使用不可】で払い込んでください｡ 

② 振込後, 窓口で受領した「検定料受付証明書」を「検定料受付証明書貼付台紙」に確実に貼り付

けて提出してください｡ 

③ 外国から振込みを行う場合は, リフティングチャージにかかわる手数料 2,500 円も志願者負担と

なりますので 32,500 円（振込手数料別）を振り込んでください｡ 

その場合, 綴じ込みの払込用紙は使用できませんので, 事前に以下の連絡先へお知らせください｡ 

〔連絡先〕〒860-8555 熊本市中央区黒髪２丁目 39 番１号 

熊本大学運営基盤管理部財務課 収入・支出チーム 

（電話）096-342-3176 

(5)   出願に際しての留意事項 

① 検定料が払い込まれていない場合又は払込済の「検定料受付証明書」が「検定料受付証明書貼付

台紙」の所定の欄に貼り付けていない場合は出願を受理しません｡ 

② 出願書類を受理した後は, 次の場合を除き, いかなる理由があっても払込済の検定料は返還しま

せん｡ 

（ア） 検定料を払い込んだが出願しなかった（出願書類等を提出しなかった又は出願が受理されなか

った）場合 

（イ） 検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

 

返還請求の方法 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※なお，返還請求書を受領した日の翌日以降に返還します。また，返還請求書の到着確認を行いたい 
場合は，書留や特定記録郵便等で発送の上郵便追跡サービスをご利用ください。 

 

７．合格者発表 

平成３０年２月８日（木）１１時 

合格者には合格通知書を送付します。 

また，本学ウェブサイト（http://www.kumamoto-u.ac.jp/）にも，参考までに合格者の受験番号を

掲載します。（11 時頃の予定） 

なお，多数のアクセスにより，一時的に応答が遅くなったり，回線の障害が発生し閲覧ができなく

なることも予想されますので，ご留意願います。 

合格通知書の氏名については，コンピュータに登録する際に慣用字体を用いますので，志願票の表

記と異なる場合があります。また，対応できない場合は，カタカナで表記しますのでご了承ください。 

なお，電話等による合否の照会には一切応じません。 

返還請求の理由, 志願者氏名（氏名の右側に押印願います）, 志望教育部名, 現住所, 郵便番号, 

連絡電話番号, 振込口座［銀行名, 支店名, 普通預金の口座番号, 口座名義(ふりがなも記入くださ

い), 志願者氏名と口座名義が異なる場合は志願者との続柄］を明記した検定料返還請求書(様式は問

わない)を作成し, 必ず「検定料受付証明書」を添付して, 速やかに郵送してください｡ 

送付先 〒860-8555  

熊本市中央区黒髪２丁目 39 番１号 

熊本大学運営基盤管理部財務課 収入・支出チーム 

問合先 ０９６－３４２－３１７６ 
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８．入学手続等 

入学手続等の詳細については，合格通知書送付の際に同封します。 

(1) 入学手続期間及び方法 

平成３０年３月１２日（月）～３月１５日（木）１７時（必着） 
入学手続は，郵送とし，｢書留速達｣により送付してください。 

(2) 入学手続時の注意事項 

入学手続期間中に入学手続きをしなかった者は，入学の辞退として取り扱います。 

(3) 入学手続時の必要経費 

入学料（予定額） 282,000 円 

（注）入学料の額，入学料の納入方法，入学料免除及び徴収猶予制度については，合格通知書送付

の際にお知らせします。 

(4) 入学手続に必要な主な書類等 

①誓約書 ②保証書 ③カラー顔写真（縦４cm×横３cm） 

(5) 授業料（予定額） 

 

 

 

 

(注）１．授業料の納入方法，授業料免除制度については，合格通知書送付の際にお知らせします。 

２．入学時及び在学時に授業料の改定が行われた場合には, 改定時から新授業料が適用されます。 

(6) 平成２８年熊本地震に伴う経済支援について 

平成２８年熊本地震により被災した世帯の入学者を対象とした入学料及び授業料の免除制度があり

ます。詳細は，入学手続案内にてお知らせします。 

 

９．国際交流会館入居申込み方法 

外国人志願者で入学後，国際交流会館への入居を希望する人は，次のとおり申し込んでください。 

入居期間は，原則として半年以内とします。 

なお，不合格になった場合には，入居することはできません。 

(1) 入居申請書請求方法 

国際教育課の窓口で受け取るか，郵送または E-mailで請求してください。 

また，以下の本学ウェブサイトからも取得することができます。 

【ウェブサイトアドレス】 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kokusaikouryuu/kokusaikouryuukaikan/ryoukin 

【郵送で請求する場合】 

封筒の表に「国際交流会館入居申込書請求」と朱書きし，返信用封筒［長形３号（23.5 ㎝×12

㎝）にあて先を明記し，郵便切手 82 円分を貼ったもの］を同封してください。 

(2) 入居申込書提出期日 

平成３０年２月２日(金)まで 

(3) 請求（照会）先・提出先 

〒860-8555  熊本市中央区黒髪２丁目４０番１号 

熊本大学学生支援部 国際教育課 

電話番号 ０９６－３４２－２１６０ 

ＦＡＸ   ０９６－３４２－２１３０ 

E-mail   gji-ryugaku@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

前期分 後期分 計（年額） 

267,900 円 267,900 円 535,800 円 
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１０．注意事項 

（1） 出願に当たっては，あらかじめ指導予定教員に連絡をとり，相談してください。指導予定教員が

分からないなど，出願等に関して不明な点があれば，熊本大学自然科学系事務課大学院教務担当

（電話 096-342-3013）へ問い合わせてください。 

（2） 出願書類を受理した後は，記載事項の変更及び検定料，出願書類の返還等はできません。 

（3） 受験の際は，受験票を必ず持参してください。また，携帯電話等の電源は切ってください。 

（4） 試験開始時刻に遅刻した場合，試験開始時刻後 30 分以内であれば受験を認めます。 

（5） 試験時間終了まで退室は認めません。 

（6） 不正行為をした者の解答は無効とし，以後の受験を認めません。 

（7） 受験票は，入学手続の際にも必要ですので紛失，汚損等のないようにしてください。 

 

１１．問合せ先 

受験に関する問合せは,自然科学系事務課大学院教務担当（電話番号 096-342-3013）で受け付けま

す。 

なお，過去の入試問題は，熊本大学附属図書館（電話番号 096-342-2213）で閲覧できます。 

〔英語での問合せ先〕096－342－3013 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願資格(4)又は(5)で出願しようとする者については，出願資格の事前審査を次のとおり行います。 

 

(1)  出願資格審査に必要な書類 

①出願資格審査申請書〔所定用紙〕 
②最終学校の卒業（修了）証明書又は卒業（修了）見込証明書（日本語又は英語で発行されたもの

に限ります。） 
③最終学校の成績証明書（日本語又は英語で発行されたものに限ります。） 
④研究内容証明書（研究期間を記載のこと）〔様式随意〕 
（注）公表論文・研究業績がある場合は，写し及び業績一覧（リスト）を添付してください。 

 

(2)  資格審査申請書等の提出期間 

平成２９年１２月４日（月）から１２月７日（木）１７時まで 

 
郵送の場合は，「書留」とし，封筒表面に「大学院自然科学教育部（博士前期課程）出願資格審

査申請書類在中」と朱書きしてください。 

 

[提出先] 〒860-8555 熊本市中央区黒髪２丁目 39 番 1号 
熊本大学自然科学系事務課大学院教務担当 

(3)  資格審査の結果 

資格審査の結果は，審査終了後，本人あてに通知します。 

 

出願資格の審査 
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学部 3 年次を対象とする入試 

１．募集人員   

専 攻 名 募 集 人 員  
理 学 専 攻 

各専攻とも若干名 
土 木 建 築 学 専 攻  
機 械 数 理 工 学 専 攻 
情 報 電 気 工 学 専 攻 
材 料 ・ 応 用 化 学 専 攻 

 

２．出願資格 

平成 30 年３月末日において, 大学に３年以上在学し(※１）, 本学の定める単位（科目）を優秀な成績で修

得したものと認めた者 

 

なお,上記出願資格にある「本学の定める単位（科目）を優秀な成績で修得した」とは，原則として次の要件

をさすものとします｡ 

①３年次終了時点において, ４年次開講の必修科目（卒業研究を含む）の単位を除く卒業に必要な単位の修得が

見込まれること｡ 

②３年次前学期までの修得単位数の８割以上が最高の評点（本学の場合の秀あるいは優に相当）であること｡ 

 

（※１）大学を卒業した者及び平成 30 年３月に卒業見込みの者, 外国において学校教育における 16 年の課

程を修了した者及び文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第５号）は, 該当しません｡ 

 

３．出願資格の審査 

出願資格の事前審査を行いますので,  次のとおり審査の申請を行ってください｡ 

 

(1) 出願資格審査に必要な書類 

①出願資格審査申請書 [所定用紙] 

②成績証明書（日本語又は英語で発行されたものに限ります。） 

③推薦書（日本語又は英語で発行されたものに限ります。） 

④在籍する大学の学部・学科等の履修要項等（本学の在籍者は, 提出不要） 

(2) 資格審査申請書等の提出期間 

平成３０年１月２９日（月）から１月３０日（火）１７時まで 

郵送の場合は, 「書留」とし, 封筒表面に「大学院自然科学教育部（博士前期課程）出願資格審査申請書

類在中｣  と朱書きしてください｡ 

〔問合せ・提出先〕 〒860-8555  熊本市中央区黒髪２丁目 39 番１号 

熊本大学自然科学系事務課大学院教務担当 

(3) 資格審査の結果 

資格審査の結果は, 審査終了後, 本人あてに通知します｡ 
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４．出願期間 

平成３０年２月１３日（火）から２月１５日（木）17時（必着） 

これより後に到着したものは，２月１３日（火）までの消印のあるものに限り受け付けます。 

※郵便事情を考慮して早めに発送してください。 

封筒の表面に「大学院自然科学教育部（博士前期課程）入学願書在中」と朱書きし，「書留速達」で郵送し

てください。持参は受け付けません。必ず郵送してください。 

〔問合せ・提出先〕 〒860-8555  熊本市中央区黒髪２丁目 40 番１号 

熊本大学学生支援部入試課 

（電話）０９６－３４２－２１４２ 

 

５．提出書類等 

（注）１.  入学後, 提出書類及び記載事項に虚偽の記載が発見された場合は, 入学を取り消すことがあり

ます｡ 

２． 身体に障がいを有する入学志願者で, 受験上及び修学上特別な配慮を希望する場合は, 平成 30 

年 2 月 15 日までに, 自然科学系事務課大学院教務担当（096-342-3013）へ相談して下さい｡ 

 

 

 

提出書類等 摘 要 

入 学 志 願 票 所定用紙：P.30 の「記入上の注意」を参照してください。 

写真票・受験票・住所票 所定用紙 

写 真 （ ２ 枚 ） 
縦 4㎝×横 3㎝, 上半身脱帽正面向きで出願３か月以内に撮影
したものを「写真票」及び「受験票」に貼ってください｡ 

志 望 理 由 書 所定用紙：本教育部を志望する理由を記入してください。 

検 定 料 

(検定料受付証明書貼付台紙) 

30,000 円:綴じ込みの払込用紙を使って,郵便局又は銀行の窓
口で払い込んでください。 
「検定料受付証明書」を「検定料受付証明書貼付台紙」に貼っ
てください。「７．検定料の払込方法」参照 

受 験 票 返 送 用 封 筒 
定型封筒 (長形３号(23.5cm×12cm)）に郵便番号・住所・氏名
を明記し, 362 円分（速達料金を含む）の切手を貼ったもの。 

住 民 票 の 写 し 

(オリジナルを提出(コピー不可)) 

＜外国人志願者＞ 

・市区町村長発行の在留資格及び在留期間を明記した「住民票
の写し」を提出してください。 
・出願者以外の世帯員については, 証明不要です。 
・出願時に日本国内に在住していない者は,旅券をコピーしたも
のを提出してください。 

日本語の語学力を証明する 

書類（コピー） 

＜外国人志願者＞ 

日本語能力認定書（日本語能力試験）又は日本留学試験成績通
知書を提出してください。 
ただし，国内の大学に在学中の者は，不要です。 

スコア 

（英語試験に係るもの） 

理学専攻化学コース,理学専攻地球環境科学コース,理学専攻生
物科学コース及び機械数理工学専攻機械工学教育プログラム・
機械システム教育プログラムを志望する者は,スコアを提出し
てください。25 ページ  (※) を参照してください｡ 

出願時にスコアを 
提出しない場合の申立書 

理学専攻化学コース,理学専攻地球環境科学コース,理学専攻生
物科学コース及び機械数理工学専攻機械工学教育プログラム・
機械システム教育プログラムを志望する者で,出願時にスコア
を提出しない者は所定用紙を提出してください｡ 
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６．選抜方法 

入学者の選抜は,各専攻で課す試験（英語,専門科目,口述試験,面接）の成績及び提出書類を総合して

判定します｡ 

 

・試験日時・試験内容（科目名等）・試験場所等 

試験時間及び場所については,別途指示します。 

専攻名 
平成３０年２月２１日（水） 

試験内容（科目名等） 

理 学 専 攻 

数学コース：口述試験 

物理科学, 化学, 地球環境科学, 生物科学コース： 

英語, 専門科目, 面接 
（物理科学, 化学, 地球環境科学, 生物科学から一つのコースを出願時に選

択すること） 
英語については, 化学コース（※１）, 地球環境科学コース（※２）及び 

生物科学コース（※２）は外部試験の結果をもって充てる｡ 

専門科目及び英語（物理科学コース）の実施方法については資格審査の際に 

通知する｡ 

土木建築学専攻 

土木工学教育プログラム：面接 

地域デザイン教育プログラム：面接 

建築学教育プログラム：口述試験 

機械数理工学専攻 

機械工学教育プログラム・機械システム教育プログラム：英語，口述試験 

英語については外部試験の結果をもって充てる。（※２）参照 

 数理工学教育プログラム：口述試験 

情報電気工学専攻 口述試験 

材料・応用化学専攻 

応用生命化学教育プログラム・応用物質化学教育プログラム： 

口述試験（専門科目、志望動機、入学後の研究計画などについての試問） 

物質材料工学教育プログラム：面接 

（※１）試験当日に, 入学試験日から起算して２年以内に受験した TOEIC®のスコア（出願時に

提出したコピーの原本 (出願時に提出できなかった場合は，原本及びコピー)）の提出

が必要です。スコアの提出がない場合, 英語の評価は零点として扱われます｡ 

なお, 団体特別受験制度（TOEIC®－IP）のスコアは利用できません｡ 

（※２）試験当日に, 入学試験日から起算して２年以内に受験した TOEFL®－iBT, TOEIC®のいず

れかのスコア（出願時に提出したコピーの原本 (出願時に提出できなかった場合は，原

本及びコピー)）の提出が必要です。スコアの提出がない場合, 英語の評価は零点として

扱われます。 

なお, 団体特別受験制度  (TOEFL®－ITP, TOEIC®－IP）のスコアは利用できません。 

 

問い合わせ先：自然科学系事務課 大学院教務担当 

【電 話 番 号】096-342-3013（平日の８時 30 分～17 時まで) 

【メ ー ル ア ド レ ス】szkn-kyoumu@jimu.kumamoto-u.ac.jp 
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７．検定料の払込方法 

(1)  検定料３０,０００円 

   なお，平成２８年熊本地震により災害救助法適用地域で被災された方については，入学検定料免除

の特別措置を行っております。条件や手続き等の詳細については，本学ウェブサイトをご覧ください。

（http://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi 内の「平成３０年度入試における熊本大学志願者の入学検

定料の免除について」参照） 

(2)  払込期間 

平成３０年２月９日（金）～２月１５日（木） 

(3)  払込場所 

郵便局又は銀行の窓口 

振込手数料は志願者本人の負担となります｡ 

※ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用不可｡ 必ず窓口で払い込んでください｡ 

(4)  払込方法 

① 綴じ込みの「検定料払込用紙」に必要事項を記入して, 必ず郵便局又は銀行の窓口【ＡＴＭ（現

金自動預払機）は使用不可】で払い込んでください｡ 

② 振込後, 窓口で受領した「検定料受付証明書」を「検定料受付証明書貼付台紙」に確実に貼り付

けて提出してください｡ 

③ 外国から振込みを行う場合は, リフティングチャージにかかわる手数料 2,500 円も志願者負担と

なりますので 32,500 円（振込手数料別）を振り込んでください｡ 

その場合, 綴じ込みの払込用紙は使用できませんので, 事前に以下の連絡先へお知らせください｡ 

〔連絡先〕〒860-8555 熊本市中央区黒髪２丁目 39 番１号 

熊本大学運営基盤管理部財務課 収入・支出チーム 

（電話）096-342-3176 

(5)   出願に際しての留意事項 

① 検定料が払い込まれていない場合又は払込済の「検定料受付証明書」が「検定料受付証明書貼付

台紙」の所定の欄に貼り付けていない場合は出願を受理しません｡ 

② 出願書類を受理した後は, 次の場合を除き, いかなる理由があっても払込済の検定料は返還し

ません｡ 

（ア） 検定料を払い込んだが出願しなかった（出願書類等を提出しなかった又は出願が受理されなか

った）場合 

（イ） 検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

 

返還請求の方法 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※なお，返還請求書を受領した日の翌日以降に返還します。また，返還請求書の到着確認を行いたい 
場合は，書留や特定記録郵便等で発送の上郵便追跡サービスをご利用ください。 

 

８．合格者発表 

平成３０年３月８日（木）１１時 

合格者には合格通知書を送付します。 

また，本学ウェブサイト（http://www.kumamoto-u.ac.jp/）にも，参考までに合格者の受験番号を

掲載します。（11 時頃の予定） 

なお，多数のアクセスにより，一時的に応答が遅くなったり，回線の障害が発生し閲覧ができなく

なることも予想されますので，ご留意願います。 

返還請求の理由, 志願者氏名（氏名の右側に押印願います）, 志望教育部名, 現住所, 郵便番号, 

連絡電話番号, 振込口座［銀行名, 支店名, 普通預金の口座番号, 口座名義(ふりがなも記入くださ

い), 志願者氏名と口座名義が異なる場合は志願者との続柄］を明記した検定料返還請求書(様式は問

わない)を作成し, 必ず「検定料受付証明書」を添付して, 速やかに郵送してください｡ 

送付先 〒860-8555  

熊本市中央区黒髪２丁目 39 番１号 

熊本大学運営基盤管理部財務課 収入・支出チーム 

問合先 ０９６－３４２－３１７６ 
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合格通知書の氏名については，コンピュータに登録する際に慣用字体を用いますので，志願票の表

記と異なる場合があります。また，対応できない場合は，カタカナで表記しますのでご了承ください。 

なお，電話等による合否の照会には一切応じません。 

 

９．入学手続等 

入学手続等の詳細については，合格通知書送付の際に同封します。 

(1) 入学手続期間及び方法 

平成３０年３月２３日（金）～３月２７日（火）１７時（必着） 

入学手続きは郵送とし，「書留速達」により送付してください。 

(2) 入学手続時の注意事項 

入学手続期間中に入学手続きをしなかった者は，入学の辞退として取り扱います。 

(3) 入学手続時の必要経費 

入学料（予定額） 282,000 円 

（注）入学料の額，入学料の納入方法，入学料免除及び徴収猶予制度については，合格通知書送付の

際にお知らせします。 

(4) 入学手続に必要な主な書類等 

①誓約書 ②保証書 ③カラー顔写真（縦４cm×横３cm） 

(5) 授業料（予定額） 

 

 

 

 

(注）１．授業料の納入方法，授業料免除制度については，合格通知書送付の際にお知らせします。 

２．入学時及び在学時に授業料の改定が行われた場合には, 改定時から新授業料が適用され

ます。 

(6)平成２８年熊本地震に伴う経済支援について 

平成２８年熊本地震により被災した世帯の入学者を対象とした入学料及び授業料の免除制度がありま

す。詳細は，合格通知送付の際にお知らせします。 

 

１０．学位について 

この選抜により, 本学大学院自然科学教育部博士前期課程に入学する者の学部学生としての学籍上

の身分は平成 30 年 3月 31 日付け退学となり, 学士の学位は授与されません。また, 各種国家試験等

の受験資格で, 大学の学部卒業が要件となっているものは, 資格がなくなることになります。 

なお, 学士の学位については, 所定の要件を満たした後, 大学改革支援・学位授与機構に申請する

ことにより取得できる途が開かれています。 

 

１１．国際交流会館入居申込み方法 

外国人志願者で入学後，国際交流会館への入居を希望する人は，次のとおり申し込んでください。入

居期間は，原則として半年以内とします。 

なお，不合格になった場合には，入居することはできません。 

(1) 入居申込書請求方法 

   国際教育課の窓口で受け取るか，郵送または E-mailで請求してください。 

また，以下の本学ウェブサイトからも取得することができます。 

【ウェブサイトアドレス】 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kokusaikouryuu/kokusaikouryuukaikan/ryoukin 

前期分 後期分 計（年額） 

267,900 円 267,900 円 535,800 円 
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【郵送で請求する場合】 

封筒の表に「国際交流会館入居申込書請求」と朱書きし，返信用封筒［長形３号（23.5 ㎝×12

㎝）にあて先を明記し，郵便切手 82 円分を貼ったもの］を同封してください。 

(2) 入居申込書提出期日 

平成３０年２月２日（金)まで 

 

(3) 請求（照会）先・提出先 

〒860-8555 熊本市中央区黒髪 2丁目 40 番 1 号 

熊本大学学生支援部 国際教育課 

電話番号 ０９６－３４２－２１６０ 

ＦＡＸ  ０９６－３４２－２１３０ 

E-mail  gji-ryugaku@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

ＦＡＸ   ０９６－３４２－２１３０ 

E-mail   gji-ryugaku@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

１２．注意事項 

（1） 出願に当たっては，あらかじめ指導予定教員に連絡をとり，相談してください。指導予定教員が

分からないなど，出願等に関して不明な点があれば，熊本大学自然科学系事務課大学院教務担当

（電話 096-342-3013）へ問い合わせてください。 

（2） 出願書類を受理した後は，記載事項の変更及び検定料，出願書類の返還等はできません。 

（3） 受験の際は，受験票を必ず持参してください。また，携帯電話等の電源は切ってください。 

（4） 試験開始時刻に遅刻した場合，試験開始時刻後 30 分以内であれば受験を認めます。 

（5） 試験時間終了まで退室は認めません。 

（6） 不正行為をした者の解答は無効とし，以後の受験を認めません。 

（7） 受験票は，入学手続の際にも必要ですので紛失，汚損等のないようにしてください。 

 

１３．問合せ先 

受験に関する問合せは,自然科学系事務課大学院教務担当（電話番号 096-342-3013）で受け付けま

す。 

なお，過去の入試問題は，熊本大学附属図書館（電話番号 096-342-2213）で閲覧できます。 

 

 

本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報については, 入学者選抜で利用するほか, 次のとおり利用

します。 

（1）合格者の氏名等を入学手続に係わる業務で利用します｡ 

（2）入学手続者の氏名等を入学後の学籍管理など修学に係わる業務で利用します｡ 

（3）入学手続者及び学資負担者の住所・氏名等を授業料徴収など納入金管理に係わる業務で利用します｡ 

（4）入学者選抜で取得した成績等の個人情報を,  入学料免除・授業料免除及び奨学生選考など修学支援

に係わる業務で利用します｡ 

（5）個人が特定できないように統計処理したデータを, 入学者選抜に関する調査・研究等で利用します｡ 

 

（注） 本学が取得した個人情報は, 「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」 第 9条

に規定されている場合を除き, 出願者本人の同意を得ることなく他の目的で利用又は第三者に提供す

ることはありません。 

個人情報の取り扱い 
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熊本大学大学院自然科学研究科博士前期課程

専攻名 募集人員 選抜区分 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

一般 91 87 85 72

社会人 0 0 0 0

外国人 0 0 0 0

学部３年次 0 0 0 0

IJEP 0 0 0 0

合計 91 87 85 72

一般 18 17 15 13

社会人 0 0 0 0

外国人 0 0 0 0

学部３年次 1 1 1 1

推薦 2 2 2 2

IJEP 0 0 0 0

合計 21 20 18 16

一般 5 4 4 3

社会人 0 0 0 0

外国人 0 0 0 0

学部３年次 0 0 0 0

推薦 4 4 4 4

IJEP 1 1 1 1

合計 10 9 9 8

一般 49 48 47 40

社会人 0 0 0 0

外国人 0 0 0 0

学部３年次 3 3 1 1

推薦 9 8 8 8

IJEP 0 0 0 0

合計 61 59 56 49

一般 18 15 8 8

社会人 0 0 0 0

外国人 0 0 0 0

学部３年次 0 0 0 0

推薦 21 21 21 21

IJEP 0 0 0 0

合計 39 36 29 29

一般 44 43 39 35

社会人 1 1 1 1

外国人 1 1 1 1

学部３年次 0 0 0 0

推薦 33 33 32 29

IJEP 0 0 0 0

合計 79 78 73 66

一般 85 83 75 67

社会人 0 0 0 0

外国人 0 0 0 0

学部３年次 0 0 0 0

推薦 36 36 36 36

IJEP 2 2 2 2

合計 123 121 113 105

一般 31 27 25 16

社会人 0 0 0 0

外国人 1 1 1 1

学部３年次 0 0 0 0

推薦 13 13 13 13

IJEP 1 1 1 0

合計 46 42 40 30

一般 12 11 10 10

社会人 0 0 0 0

外国人 5 5 5 5

学部３年次 0 0 0 0

推薦 23 23 23 21

IJEP 0 0 0 0

合計 40 39 38 36

一般 353 335 308 264

社会人 1 1 1 1

外国人 7 7 7 7

学部３年次 4 4 2 2

推薦 141 140 139 134

IJEP 4 4 4 3

総計 510 491 461 411

平成29年度  入学試験実施状況表（10月入学を含まない）

85理学専攻

合計

建築学専攻

社会環境工学専攻

情報電気電子工学専攻

機械システム工学専攻

392

36

38

81

57

25マテリアル工学専攻

物質生命化学専攻

複合新領域科学専攻

数学専攻

※表中の「一般」は一般入試，「社会人」は社会人入試，「IJEP」は外国人のための英語による特別コース入試を示す。全専攻とも社会人入試の募
集人員は若干名。

43

12

15
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【(博士前期課程)入学志願票の記入上の注意】 
 

※入学志願票及びその他の書類については，必ず志願者本人が，後で消せない黒のボールペンを使用し，楷書で明確に記入してくださ

い。鉛筆や消せるペンの使用は認めません。（ダウンロードして利用する書類については，パソコンによる入力も可。          

1.入試区分等 募集区分 該当する募集区分の番号を○で囲んでください。 

入試区分 該当する入試区分の番号を○で囲んでください。 

受験番号 記入しないでください。 

2.氏名 フリガナ 
氏 名 

氏と名を分けて記入してください。 
外国人の方のみ，ミドルネームまで記入してください。 

3.生年月日等 生年月日 生年月日を西暦 4 桁，月・日 2桁の合計 8桁で記入してください。 
(例)平成 7 年 8 月 3 日生→ 19950803 

性別 該当する性別の番号を○で囲んでください。 

4.本籍地等 本籍地(国籍) 都道府県名を記入してください。 
日本国籍で無い方のみ国籍名を記入してください。 

本籍地コード 別表 1を参照の上, 2 桁のコードを記入してください。 
（例）熊本県→ ４３ 

5.旧学生番号 旧学生番号 熊本大学の学部を卒業予定で，期間を挟まずに自然科学教育部に志願される方
は，現在の学生番号を記入してください。これに該当しない方は記入の必要は
ありません。 

6.出願資格  
(出身大学等) 

出身大学等 
所在都道府県 

都道府県名を記入してください。 

出身大学等 国立・公立・私立の中から該当するものを○で囲んでください。 
卒業した大学名, 学部名，学科名を記入してください。 
大学卒業以外の方は出来るだけ詳細に卒業学校を記入してください。 

出身大学コード 別表 2 を参照の上，左詰でコードを記入してください。 

（例）熊本大学→ 0384 

卒業見込・卒業の別 該当する番号を○で囲んでください。 

卒業年月 卒業(見込み)の年月を西暦 4 桁，月 2 桁の合計 6 桁で記入してください。 
(例)平成 30 年 3 月卒業(見込み) → 201803 

7.志望専攻等 志望専攻 志望する専攻名を記入してください。 

志望専攻コード 志望する専攻のコードを，別表 3 を参照の上，記入してください。 

志望コース 理学専攻・(旧)建築学専攻を志望する方は，コースを記入してください。 
その他の専攻を希望する方は，記入の必要はありません。 

志望コースコード 理学専攻・(旧)建築学専攻を志望する方は，志望するコースコードを。別表 3
を参照の上，記入してください。その他の専攻を希望する方は，記入の必要は
ありません。 

8.住所 現住所 郵便番号，現住所，電話番号及び Eメールアドレスを記入してください。 

緊急連絡先 現住所以外に緊急連絡先があれば記入してください。 

9.その他 社会人区分 入学が許可された場合，その後の状況が次に該当する場合は『１』を，該当し
ない場合は『２』を○で囲んでください。 
・給料，賃金，報酬，その他の経常的な収入を目的とする仕事に就いている方 
(ただし企業等を退職した方及び主婦の方も含みます。) 

留学生区分 留学生である場合は，該当する番号を○で囲んでください。 
留学生でない場合は記入の必要はありません。 

10.英語について 一般入試志願者 外部試験のスコアが必要な専攻・コース・教育プログラムの志願者は，2.提出
書類等(13 ページ)を参照の上，該当する□にチェック(レ)をしてください。
なお，スコアを提出する場合は，スコアの種類を(  )内に記入して下さい。ま
た，出願時にスコアを提出できない場合は試験当日にスコア(原本およびコピ
ー)を提出する旨の申立書(所定用紙)を提出してください。外部試験のスコア
を必要としない専攻・コース・教育プログラムを希望する方は，記入の必要は
ありません。 

学部 3年次を対象と
する入試志願者 

『理学専攻化学コース・地球環境科学コース・生物科学コース』及び『機械数
理工学専攻機械工学教育プログラム・機械システム教育プログラム』の志願者
は，1.提出書類等(24 ページ)を参照の上，該当する□にチェック(レ)をしてく
ださい。なお，スコア（コピー）を提出する場合は，スコアの種類を(  )内に
記入して下さい。また，出願時にスコア（コピー）を提出できない場合は試験
当日にスコア(原本およびコピー)を提出する旨の申立書(所定用紙)を提出して
ください。その他の専攻を希望する方は，記入の必要はありません。 



 

－31－ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－32－ 
 



 

－33－ 

 



 

－34－ 

 



 

－35－ 

 



 

－36－ 
 



 

－37－ 

 



 

－38－ 

 



 

－39－ 

 



 

－40－ 

 専攻・コース・教育プログラムコード（別表３） 

専攻コード 専攻名 
コース 

教育プログ

ラムコード 
コース・教育プログラム名 

10 理 学 専 攻 

10 物理科学コース 

20 化 学 コース 

30 地球環境科学コース 

40 
生物科学コース 

（旧生命科学コース） 

20 

理 学 専 攻 

（旧数学専攻） 
10 

数 学 コース 

（旧基礎数理コース） 

機械数理工学専攻 

（旧数学専攻） 
20 

数理工学教育プログラム 

（旧応用数理コース） 

30 （旧複合新領域科学専攻）     

40 
材料・応用化学専攻 

（旧物質生命化学専攻） 
  

応用生命化学教育プログラム 

応用物質化学教育プログラム 

50 
材料・応用化学専攻 

（旧マテリアル工学専攻） 
  物質材料工学教育プログラム 

60 
機械数理工学専攻 

（旧機械システム工学専攻） 
  

機械工学教育プログラム 

機械システム教育プログラム 

70 
情報電気工学専攻 

（旧情報電気電子工学専攻） 
  

電気工学教育プログラム 

電子工学教育プログラム 

情報工学教育プログラム 

80 
土木建築学専攻 

（旧社会環境工学専攻） 
  

土木工学教育プログラム 

地域デザイン教育プログラム 

90 
土木建築学専攻 

（旧建築学専攻） 

10 
建築学教育プログラム 

（旧建築学コース） 

20 
建築学教育プログラム 

（旧建築設計コース） 

30 
建築学教育プログラム 

（旧建築都市文化コース） 

    
 


